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　2月3日（日）、なかさと清津スキー場で行われた

中里村民スキー大会の開会式での一場面。

　倉俣小6年、山田裕樹君の元気な選手宣誓が、

スキー場のゲレンデに響き渡りました。
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住民の意識調査結果（保護者・児童生徒アンケートから）
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A学校5日制での心配事（保護者）

⑦4％⑧2％⑨0％
①授業数減による学力の低下

②休日の計画的活用の指導

③TVやTVゲームの時間の増加

④子どもだけで家にいること

⑤非行の発生と遊び癖の問題

⑥保護者の休日とのズレ

⑦その他

⑧外出増加と生活リズムの乱れ

⑨休目増加分の小遣い値上げ

謙

B学校5日制での利点（良い点）

　　⑩2％⑪1％

⑦60。

⑥8％

薩⑤9％三瀞

1④9％

①31％

③10％

②調5％

①利点なし、その他

②家庭の一員としての意識高揚

③未記入

④地域の子どもの交流と仲間作り

⑤スポーツ体験や見学の増加

⑥家族とのふれあいや旅行体験

⑦生活環境の改善

⑧自然とふれあう機会の増加

⑨自主学習推進による学力向上

⑩親子で地域行事に参加

⑪塾や習い事の時間の増加

C休日に参加してみたい行事や教室（子ども会計）

⑮2％⑯2％⑰1％
　⑭2％

⑬2％
⑫3％
⑪3％

⑩％
　⑨40。

⑱1％

①13％、

②12％

⑧6％

⑦7％
　　　　　　④10％
　⑥8％
　　　　⑤10％

③11％⑮天文・気象教室

①パソコン教室

②キャンプ

③料理教室

④手芸教室

⑤昔の遊び体験教室

⑥ニューススポーツ教室

⑦縄文体験教室

⑧遺跡発見教室

⑨絵画教室

⑩自然体験教室

⑪英会話教室

⑫陶芸教室

⑬ボランティア教室

⑭エアロビクスダンス教室

⑯手話教室

⑰工作・工芸教室

⑱補習教室

⑲人形劇や演劇教室

⑩文化施設見学

⑳その他　してみたいこと

昨年9月のアンケート結果では、保護者の
多くが学力低下や休日の計画的過ごし方に

不安を感じ、5日制の利点は少ないと思っ
ています。

（アンケート結果A、B）

一方で子どもたちは、自由時間が増えるこ

とへの期待と、学校以外での体験学習やイ

ベント、各種教室が増えてくれることを楽

しみにしています。

（アンケート結果C）

　　　　攣綾週5目制㊦訪琶雪響⑦
学校・家庭・地域社会（住民）が協力して豊かな学習・体験学習を子どもたちに提供する

事を通して、自分で考え行動できる力や思いやりの心を持ち、健康な生活を営むための、

　「子どもたちの生きる力」をはぐくむことを目的としています．

　　　．離・．『『難

　　　基礎墓本の1
　　定着と自ら学び
考えるカを育成し、学校

で学んだことを家庭や地

域での体験学習に役立て
　ることができるよう

　　　にします。

　　　蒙．．礎．

　　　家族と過
　　ごす時が増える
中で社会生活に必要な
墓本的生活習慣や生活能
力を育み、思いやりの心
と社会生活のルールを
　　守る心を育て
　　　　ます。

　　　・鑓毒1灘鰻．

　　　地域全体
　　で子どもたちを
育てる視点を持ち、住
民が知恵を出し合いカを
合わせて子どもたちと一
緒活動する体制づくり
　　をすすめます。

・・学校顯囲制鰹灘糞麟．覇馨難癒籔璽鐵闘形越叢欝鵡澄遷灘睡．額騒繊娃叢叢聾趨謀獲
競鑛艇覇藤麟総糧糞遜幾麟

、繕繕繊鐵融鐵懸雛竸纏礒緩纐繕難灘灘灘騰麟i螢叢叢饗墜繋藤諜灘1・

2



±日の体験活動をあなたも一緒に創りませんか1

口■顧“

　　　　　　　　認9暫，肉：募集璽

中里討では津南町と連携して、土日に子どもたちが参加できるイベントや各種

教室（学習講座）を準備してし￥ます。　「地域で子どもを育てる」「六人も一緒

に学ぶ」という学絞5日制度の視点からできるだけ多くの討尽のみなさんから

参加してもらえるように、支援ス9ツフを募集します。特技や資格・免許はい

っさし￥闇いません。　r子どもたちにこん’なことを学ばせたし￥」　r子どもたちと

一緒に活動したい」方、など、どなたでも歓迎いたします。

　懸獺難翻
6月　巻体験学習翻泊）
8月　サバイバルキャンプ

　（2泊）

鑓懸慧縫雛難灘墾

　マ周　内容計画囎

，趨騰襲難懸灘灘臓欝馨
6月　星空・ホタルウォッチング
7月　川と池の生物観察会
11月森林のしくみ学習会②

9月　還跡発掘・士器制作

10月石器制作・火おこし

総難翻霞饗灘墾、、鐵輔購…蓼灘織聾灘騰

6周　内容計画串

11月，内容計画中
4月　濯岸段猛ウォーク
10月マラソンジョギング大会

10月健康ウォーク

　　　　　　その他、年間を通じて行うもの
☆プラネタリウム○花の子クラブ　　　ロ陶芸教室　　◇パソコン教室
　（毎週日曜日）　　（花の栽培：春～秋）　　（5～6回）　　（5～6回）

お好きな分野・イベントのみで結構です。

高校生以上の方ならどなたでもOK！

多くのみなさ’んの参加を
心からお待ちしています1

☆応募はとじ込みの「支援スタッフ要項」に、
　ご記入の上、生涯学習課まで
　（FAX可63－4560）

☆問い合わせ
生涯学習課63－4478　担当：小堺、桑原

3 広報：なかさと　　平成14年2月10日
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2
月
3
日
㈲
、
な
か
さ
と
清
津
ス

キ
i
場
で
、
中
里
村
民
ス
キ
ー
大
会

兼
中
里
村
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）

と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
競
技
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
応
援
に
き
た
家
族
の
人
達
も
、
子

供
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
に
大
き
な

声
援
を
飛
ば
し
、
熱
く
な
っ
た
お
父

さ
ん
の
中
に
は
、
雪
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
も
、
子
ど
も
と
一
緒
に
走
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
人

達
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
小
学
生
1
年
男
子

1
山
田
敏
己
（
田
沢
小
）
2
大
口
貴
裕

（
倉
俣
小
）
3
大
島
卓
巳
（
倉
俣
小
）
4

瀧
澤
元
気
（
倉
俣
小
）

◆
小
学
生
1
年
女
子

1
山
本
夏
希
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
2
年
男
子

1
志
田
晃
仁
（
田
沢
小
）
2
南
雲
裕
斗

（
倉
俣
小
）
3
富
井
孝
典
（
田
沢
小
）
4

春
日
想
楽
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
2
年
女
子

1
樋
口
由
希
子
（
田
沢
小
）
2
渡
邉
沙

也
佳
（
田
沢
小
）
3
山
田
悠
佳
（
田
沢

小
）
4
南
雲
舞
（
貝
野
小
）

◆
小
学
生
3
年
男
子

1
鈴
木
貴
也
（
倉
俣
小
）
2
林
隼
人
（
貝

野
小
）

3
小
川
隆
文
（
貝
野
小
）
4
上
原
太
地

（
田
沢
小
）
5
池
田
大
河
（
貝
野
小
）
6

山
田
大
生
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
3
年
女
子

1
上
原
智
佳
（
田
沢
小
）
2
佐
藤
彩
花

（
田
沢
小
）
3
川
田
麻
奈
（
貝
野
小
）

◆
小
学
生
4
年
男
子

1
齋
喜
渉
（
倉
俣
小
）
2
瀧
澤
大
（
田

沢
小
）
3
高
橋
雄
大
（
倉
俣
小
）
4
志

田
大
貴
（
田
沢
小
）
5
阿
部
健
人
（
貝

野
小
）
6
村
山
卓
馬
（
貝
野
小
）

◆
小
学
生
4
年
女
子

1
廣
田
真
理
（
田
沢
小
）
2
高
橋
杏
奈

（
田
沢
小
）
3
渡
邉
響
子
（
田
沢
小
）
4

根
津
美
里
（
倉
俣
小
）
5
井
ノ
川
香
奈

（
田
沢
小
）
6
樋
口
弥
生
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
5
年
男
子

1
鈴
木
大
貴
（
倉
俣
小
）
2
瀧
澤
光
（
倉

俣
小
）
3
上
原
一
功
（
田
沢
小
）
4
渡

邉
雄
大
（
田
沢
小
）
5
南
雲
礼
央
（
貝

野
小
）
6
渡
辺
和
広
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
5
年
女
子

1
関
谷
千
里
（
田
沢
小
）
2
佐
藤
奈
々

（
田
沢
小
）
3
南
雲
淑
衣
（
倉
俣
小
）

◆
小
学
生
6
年
男
子

1
藤
ノ
木
修
（
清
津
峡
小
）
2
樋
口
健

太
（
田
沢
小
）
3
吉
楽
匡
紀
（
貝
野
小
）

4
阿
部
那
由
多
（
貝
野
小
）
5
樋
口
寛

樹
（
田
沢
小
）
6
桐
生
直
樹
（
貝
野
小
）

◆
小
学
生
6
年
女
子

1
樋
口
倫
子
（
田
沢
小
）
2
根
津
舞
子

（
田
沢
小
）
3
杉
谷
日
向
（
田
沢
小
）
4

村
山
絵
理
（
田
沢
小
）
5
富
井
菜
月
（
田

沢
小
）

◆
中
学
生
男
子

1
上
原
眞
嗣
（
中
里
中
）
2
廣
田
大
理

（
中
里
中
）
3
広
田
浩
司
（
中
里
中
）

◆
一
般
成
年
男
子

1
山
本
勝
利
（
通
り
山
）
2
斎
喜
直
（
十

日
町
市
）

◆
一
般
壮
年
男
子

1
樋
口
昌
克
（
荒
屋
）
2
樋
口
正
和
（
小

原
）
3
山
本
勝
久
（
小
出
）

◆
小
学
生
1
年
男
子

1
瀧
澤
元
気
（
倉
俣
小
）
2
阿
部
誠
人

（
貝
野
小
）
3
吉
樂
洋
平
（
貝
野
小
）
4

藤
田
大
誠
（
貝
野
小
）
5
服
部
弾
馬
（
田

沢
小
）
6
富
井
友
裕
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
1
年
女
子

－
桑
原
泉
（
清
津
峡
小
）
2
宮
崎
緑
（
清

津
峡
小
）
3
高
野
の
ぞ
み
（
倉
俣
小
）

4
高
橋
芽
以
（
倉
俣
小
）
5
江
口
若
菜

（
田
沢
小
）
6
村
山
愛
（
貝
野
小
）

◆
小
学
生
2
年
男
子

1
南
雲
裕
斗
（
倉
俣
小
）
2
服
部
勇
馬

（
田
沢
小
）
3
南
雲
貴
光
（
貝
野
小
）
4

渡
辺
駿
希
（
田
沢
小
）
5
井
之
川
実
暖

（
田
沢
小
）
6
羽
鳥
亮
（
貝
野
小
）

◆
小
学
生
2
年
女
子

1
山
田
悠
佳
（
田
沢
小
）
2
南
雲
舞
（
貝

野
小
）
3
南
雲
咲
実
（
貝
野
小
）
4
山

田
静
香
（
貝
野
小
）
5
瀧
澤
千
尋
（
倉

俣
小
）
6
山
田
ま
り
（
貝
野
小
）

◆
小
学
生
3
年
男
子

－
林
隼
人
（
貝
野
小
）
2
鈴
木
貴
也
（
倉

俣
小
）
3
藤
田
将
（
貝
野
小
）
4
佐
藤

好
翼
（
田
沢
小
）
5
池
田
大
河
（
貝
野

小
）
6
鈴
木
竜
峰
（
倉
俣
小
）

◆
小
学
生
3
年
女
子

1
川
田
麻
奈
（
貝
野
小
）
2
井
ノ
川
優

子
（
貝
野
小
）
3
村
山
ゆ
り
か
（
貝
野

小
）
4
廣
田
真
祈
子
（
田
沢
小
）
5
南

雲
麻
緒
（
貝
野
小
）
6
南
雲
茜
（
貝
野

小
）◆
小
学
生
4
年
男
子

1
阿
部
健
人
（
貝
野
小
）
2
井
ノ
川
広

（
貝
野
小
）
3
齋
喜
渉
（
倉
俣
小
）
4
瀧

澤
光
司
（
倉
俣
小
）
5
藤
ノ
木
拓
馬
（
清

津
峡
小
）
6
高
橋
雄
大
（
倉
俣
小
）

◆
小
学
生
4
年
女
子

1
太
島
佑
佳
（
田
沢
小
）
2
吉
樂
真
樹

（
貝
野
小
）
3
山
田
有
佳
子
（
倉
俣
小
）

4
吉
樂
宏
美
（
田
沢
小
）
5
大
島
美
咲

（
倉
俣
小
）
6
根
津
美
里
（
倉
俣
小
）

◆
小
学
生
5
年
男
子

1
羽
鳥
光
太
郎
（
貝
野
小
）
2
南
雲
圭

太
（
貝
野
小
）
3
南
雲
洗
太
（
貝
野
小
）

4
鈴
木
大
貴
（
倉
俣
小
）
5
瀧
澤
光
（
倉

俣
小
）
6
鈴
木
正
樹
（
清
津
峡
小
）

◆
小
学
生
5
年
女
子

1
中
島
由
貴
（
貝
野
小
）
2
南
雲
淑
衣

（
倉
俣
小
）
3
南
雲
愛
奈
（
貝
野
小
）
4

南
雲
加
奈
子
（
倉
俣
小
）
5
林
　
愛
（
貝

野
小
）
6
関
谷
千
里
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
6
年
男
子

1
吉
楽
匡
紀
（
貝
野
小
）
2
樋
口
葉
太

（
田
沢
小
）
3
阿
部
那
由
多
（
貝
野
小
）

4
吉
樂
淳
史
（
田
沢
小
）
5
桐
生
直
樹

（
貝
野
小
）
6
服
部
遼
介
（
田
沢
小
）

◆
小
学
生
6
年
女
子

1
桐
生
聡
美
（
貝
野
小
）
2
根
津
美
由

季
（
倉
俣
小
）
3
山
田
は
る
か
（
貝
野

小
）
4
島
田
真
菜
美
（
倉
俣
小
）
5
瀧

澤
ち
な
み
（
倉
俣
小
）
6
富
井
菜
月
（
田

沢
小
）

◆
中
学
生
男
子

1
鈴
木
直
人
（
中
里
中
）
2
高
野
雄
毅

（
中
里
中
）
3
鷹
巣
哲
（
中
里
中
）
4
中

‘
島
有
基
（
中
里
中
）
5
齋
喜
哲
也
（
中

里
中
）
6
南
雲
大
輝
（
中
里
中
）

◆
一
般
男
子

1
服
部
秀
樹
（
十
日
町
市
）
2
桑
原
清

（
小
出
）

　
　
薮

　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ノ

礪
一
、

懸
…

〆
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1
月
2
6
日
㈲
、
芋
川
に
あ
る
温
泉

施
設
「
ゆ
く
ら
妻
有
」
を
訪
れ
た
5
0

万
人
目
の
お
客
さ
ん
（
丸
山
レ
ン
さ

ん
・
十
日
町
市
）
に
、
山
本
村
長
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
そ
の
前
後
の
お
客
さ
ん
、

水
落
孝
幸
さ
ん
（
4
9
9
、
9
9
9

人
目
）
と
丸
山
公
一
さ
ん
（
5
0
万
1

人
目
）
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
び

っ
く
り
し
た
様
子
で
突
然
や
っ
て
き

た
幸
運
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま

し
た
。

　
ゆ
く
ら
妻
有
の
温
泉
は
か
け
流
し

温
泉
（
源
泉
の
温
度
が
丁
度
よ
い
湯

加
減
で
あ
る
た
め
、
源
泉
に
近
い
状

態
の
温
泉
に
入
れ
る
。
）
で
、
神
経
痛
、

欝
、
繋
生
命
か
繊

簗
、
椅
子
贈
塁

　
1
月
1
6
日
㈱
、
日
本
生
命
津
南
営

業
所
よ
り
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
と
、
車
椅
子
1
台
が
村

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
車
椅
子
は
、
9
月
2
3
日
（
秋

分
の
日
）
に
津
南
町
で
行
わ
れ
た
彼

岸
市
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
収
益

金
で
購
入
し
た
も
の
で
す
。

筋
肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
に
効
能
が
あ

り
、
湯
上
り
の
あ
た
た
か
さ
を
持
続

す
る
こ
と
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
支
配
人
の
柳
良
一
さ
ん
は
、
「
た
く

さ
ん
の
人
達
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ

て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
鞍
季
節
麟
理
麟
い
か
が
で
す
か

◆
作
り
方

①
豚
バ
ラ
肉
は
、
／
・
5
セ
ン
チ

　
厚
さ
に
切
り
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
全
面
を
色
づ
く
ま
で
焼
き
、
肉
を
取
り

　
出
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
残
っ
た
脂
は
捨
て
る
。

②
肉
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
も
ど
し
、
ひ
た
ひ
た
の
水
を
入
れ
て
煮
立
て
、
弱

　
火
に
し
、
出
て
き
た
ア
ク
を
丁
寧
に
と
っ
て
か
ら
薄
切
り
し
ょ
う
が
と

　
調
味
料
を
入
れ
ふ
た
を
し
て
、
弱
火
で
3
0
分
煮
る
。

③
皮
を
む
き
、
乱
切
り
し
た
レ
ン
コ
ン
を
②
に
加
え
全
体
を
返
し
な
が
ら

　
約
2
0
分
煮
て
味
を
染
み
込
ま
せ
れ
ば
で
き
あ
が
り
。

★
鈴
ホ
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
ア
ク
を
丁
寧
に
と
る
こ
と
が
￥
こ
の
料
理
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◆
『
豚
バ
ラ
レ
ン
コ
ン
』
に
つ
い
τ
≡
目

●
レ
ン
コ
ン
の
代
わ
り
に
大
根
を
入
れ
て
も
、
味
が
よ
く
染
み
込
ん
で
、

お
い
し
く
で
き
上
が
り
ま
す
。

●
コ
ク
が
あ
り
、
お
弁
当
の
お
か
ず
に
も
良
い
で
す
の
で
￥
お
試
し
く
だ

　
さ
い
。

こ
ぶ
し
会

　
鈴
木
静
子
さ
ん
（
原
町
）

◆
『
豚
バ
ラ
レ
ン
コ
ン
」

　
の
材
科
　
　
　
（
4
人
分
）

・
豚
バ
ラ
ブ
ロ
ッ
ク
ー

・
レ
ン
コ
ン
…
…
…

・
し
ょ
う
が
…
…
…

・
し
ょ
う
油
…
…
…
－

・
酒
…
…
…
…
：

・
砂
糖
…
…
…
…
－

・
…
3
0
0
9

・
…
3
0
0
9

：
：
…
…
少
々

…
・
大
さ
じ
4

…
大
さ
じ
3

…
大
さ
じ
2
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高
齢
に
な
る
と
、
室
内
や
廊
下
の
段
差
に
つ
ま
ず
い
て
け
が
を
す
る
の
で
は
な
い
か
、
手
す
り
の
な
い
お
風
呂

や
ト
イ
レ
で
苦
労
す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
住
ま
い
に
関
す
る
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
の
取
組
み
や
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

灘
糧
宅
の
パ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
必
要
性

機
聾
宅
の
パ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
に

懸
速
襟
高
齢
脂

　
我
が
国
で
は
、
欧
米
諸
国
の
2
～
4
倍

と
、
世
界
で
も
例
を
見
な
い
速
度
で
高
齢

化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
に

は
国
民
の
4
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
な
り
、

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
突
入
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
構
造
で
も
、
全
世
帯
の
4

割
が
高
齢
者
を
含
む
世
帯
と
な
る
と
と
も

に
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
が
大
幅
に
増
加
し
、
全
世

帯
の
2
割
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

．

沸
ツ
ア
7
ツ
懸
化
の
遅
れ

　
高
齢
者
の
居
住
の
状
況
は
、
9
割
が
在

宅
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

・
手
す
り
の
設
置

・
段
差
の
解
消

・
車
椅
子
の
通
れ
る
広
い
廊
下
幅
の
確
保

と
い
っ
た
基
本
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

な
さ
れ
た
住
宅
は
、
全
住
宅
の
約
3
％
し

か
な
く
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
遅

れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
1
0
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
住
宅
に

関
わ
る
高
齢
者
の
事
故
死
は
、
約
4
4
0

0
人
で
、
こ
れ
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
死

の
人
数
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
、

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

締
家
の
．
沸
ツ
ア
7
サ
鎌
他

　
高
齢
者
自
身
が
、
持
家
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
生
存
時
の
ロ

ー
ン
の
返
済
を
軽
く
す
る
住
宅
金
融
公
庫

の
特
別
な
融
資
制
度
（
高
齢
者
向
け
返
済

特
例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
生
存
時
は

利
子
の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時
に
住
宅
資

産
な
ど
を
活
用
し
て
、
元
金
を
一
括
償
還

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
融

資
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
居

住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
債
務
保
証
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

賃
貸
儘
宅
の
バ
ツ
ア
7
ツ
総
化

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢
者
向
け

の
優
良
な
賃
貸
住
宅
（
高
齢
者
向
け
優
良

賃
貸
住
宅
）
を
建
設
し
た
り
、
既
存
の
住

宅
を
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
と
す
る

た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

場
合
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
補
助

金
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
貸
人
が
低
所
得
の
高
齢
者
世

帯
に
対
し
て
家
賃
の
減
額
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
も
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



騨
リ
ア
フ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
た
め
の
工
夫

　
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
が
安
全
に

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
床
の
段
差
を
な
く

し
た
り
、
手
す
り
を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫

を
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
備

を
整
え
る
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
改
造
を
は
じ
め
と
し
て
、

住
宅
を
新
築
す
る
際
に
、
将
来
身
体
機
能

が
低
下
し
て
住
宅
を
改
造
す
る
必
要
が
で

て
き
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
設
計

上
の
工
夫
を
し
て
お
く
と
改
造
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
を
は
じ
め

誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
か
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

・
ノ
b

o
広い幅の廊下や出瀧繊　　　　　　消　　　　　鱈　　　　濤　　　殿　　総　窯縮

介助いすが楽に通れる幅にしておくと、

誰もが安全に移動できます。手すりを設

置したりする配慮も必要です。

部屋の出入口などの段差をできる限り小

さくしておくと、つまずき防止になり、

介助車いすも通りやすくなります。

難
撚

広《て使　　　　　　　　レ　　　　　　　　イ　　　　　　　ト　　　　　　い　　　　　す　　　　や　　　い　　使　紅　雛灘

浴室の広さを十分に確保するなどすると

介助が容易になります。手すりを設置し

たり、温度差をできる限り小さくするな

どの配慮も必要です。

便器の前方または側方に十分なスペース

を確保すると介助が容易になります。便

器は洋式とします。手すりを設置するな

どの配慮も必要です。
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〈
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
設
置
す

る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
簸
、
“
纏
鰯
著

醐　　　一

－　　　一

　　　　　　懸　　　　櫨　纏

画

、ト

雪
の
ス
ベ
リ
台
か
ら
子
ど
も
や
若
い
女
性
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

雪
上
サ
ッ
カ
ー
場
か
ら
は
少
年
え
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

歓
声
が
ひ
と
時
消
え
え
ゲ
レ
ソ
デ
に
青
い
夕
暮
れ
が
広
が
り
ま
す
。

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
一
つ
ず
つ
一
■
つ
ず
つ
火
が
灯
さ
れ
ま
す
。

ゲ
レ
ン
デ
が
闇
に
包
ま
れ
少
年
少
女
え
ち
の
え
い
ま
つ
が
花
火
に
包
ま
れ
火
の
川
と
な
っ
て
流
れ
て
き
ま
す
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
も
ん
か
え
ん
さ
い
し

遠
い
先
祖
へ
の
祈
り
『
縄
文
火
焔
祭
祀
』
に
春
を
見
つ
け
ま
す
。

遠
い
記
憶
の
中
髭
あ
な
え
は
何
を
見
ま
す
か
。

¶一≡転　瀦膿
詫る諜う驚．登回難竈遡獅囎灘盤

欝ル響嚢の融懇な羅糞一毫黙鐵全

麟ま耀曉　　♂

関するお闘饗慧先

魏の盤5耀一壌鐙一3謙謡講
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》
キ
ッ
ク
タ
ー
グ
ッ
ト
に
挑
戦
す
る

　
少
年
達
－

騒難鰹嚢蟹
難i講灘醸
鐵灘螢灘鞘灘

　幅選臓醸齢膚難趨参麺膨羅癒甦

の部懸一般の部繕区分艇麟鞭灘ン

捧遜簿縣灘の馨菓薄灘灘蒸灘を行

礁璽雪癒麹一轟購饗睡類磯翻腫

　　　　　囎塁粒役緩歪画観発課

◆
雪
上
サ
ツ
カ
冒
大
会
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
1
時
3
0
分

　
　
村
内
外
か
ら
1
0
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
真
っ
白
な
雪
の
ピ
ッ
チ
で
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

⇔
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
午
後
3
時

　
　
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
足
技
の
見
せ
所
。
豪
華
賞
品
を
用
意
し
て
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

φ
ふ
る
ミ
と
の
昧
の
れ
ん
街
正
午
か
ら
午
後
8
時

　
　
ど
ん
な
お
い
し
い
物
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
は
、
行
っ
て
み
て
の
お
楽
し
み
。

⇔
雪
の
滑
り
台
正
午
か
ら
午
後
4
時

　
　
全
長
2
0
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
。

⇔
N
l
C
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
午
後
3
時

　
　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⇔
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ト
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
午
後
6
時
か
ら
午
後
7
時

　
　
花
火
の
合
図
と
と
も
に
、
雪
原
に
設
置
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
に
つ
ぎ
つ
ぎ
火
が
灯
さ
れ
、
あ
た
り
一
面
幻
想
的
な
光
の
世
界
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
た
い
言
つ
滑
降
　
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
午
後
6
時
佃
分
／

　
　
ゲ
レ
ン
デ
に
灯
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の
中
を
少
年
少
女
が
た
い
ま
つ
を
手
に
滑
り
降
り
ま
す
。
（
前
半
メ
モ
リ
ー
花
火
）

⇔
縄
文
火
焔
祭
祀
午
後
7
時
か
ら
午
後
8
時

　
　
『
第
二
章
火
焔
祈
願
』
縄
文
世
界
の
縮
図
が
ゲ
レ
ン
デ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

⇔
福
ま
き
午
後
8
時
か
ら
午
後
8
時
3
0
分

　
　
み
ん
な
で
福
を
い
っ
ぱ
い
拾
い
ま
し
ょ
う
。

⇔
メ
モ
リ
’
花
火
打
ち
上
げ
午
後
8
時
4
5
分
か
ら
午
後
9
時

　
　
「
商
売
繁
盛
」
、
「
誕
生
祝
」
、
「
厄
払
い
」
、
「
結
婚
祝
」
な
ど
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
打
ち
上
げ
ま
す
。
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か
ん
き
』
～

★
下
水
道
受
益
者
分
担
金
納
入
の
お
知
ら
せ

◆
納
入
期
限
　
3
月
2
9
日
圃

　
分
担
金
納
入
対
象
者
は
、
平
成
1
1
、
1
2
、
1
3

年
度
に
分
担
金
が
告
示
さ
れ
た
受
益
者
で
す
。

納
付
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
紛
失
さ
れ
た
方
は
下
水
道
係
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
納
入
書
を
再
発
行
い
た
し

ま
す
。

　
前
納
納
付
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
納
入
期
日
を
過
ぎ
る
と
前
納
報
奨
金
が
つ

き
ま
せ
ん
の
で
、
納
入
期
日
を
厳
守
願
い
ま
す
。

　
平
成
n
年
度
告
示
の
方
は
、
納
付
3
年
目
に

な
り
ま
す
。
納
入
期
日
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

★
宅
内
排
水
設
備
工
事
の
お
願
い

だ
、
』
5

　
供
用
開
始
告
示
後
（
下
水
道
が
使
用
で
き
る

こ
と
）
3
年
以
内
に
、
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
役
割
は
、
「
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
」
と
「
生
活
環
境
の
改
善
」
を
目
的
と
し
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
水
洗
化
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
賜
り
早
め
の

工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
環
境
課
下
水
道
係
　
盈
6
3
1
3
1
1
1

★
下
水
道
普
及
率

　
平
成
1
2
年
度
末
新
潟
県
下
水
道
普
及
率

　
4
4
・
7
％

◆
普
及
率
の
高
い
市
町
村

　
1
位
　
与
板
町
　
9
9
・
7
％

　
2
位
長
岡
市
9
4
・
0
％

　
3
位
横
越
町
9
2
・
1
％

郡
市
内

　
2
6
位
中
里
村
5
6
・
9
％

　
3
0
位
　
十
日
町
市
　
5
4
・
3
％

　
3
6
位
　
川
西
町
　
4
6
・
7
％

　
5
4
位
津
南
町
3
0
・
2
％

※
行
政
総
人
口
に
対
す
る
下
水
道
処
理
区
域
内
人
ロ
の

　
割
合

★
下
水
道
等
汚
水
処
理
施
設
整
備
率

　
平
成
1
2
年
度
末
新
潟
県
整
備
率

◆
整
備
率
の
高
い
市
町
村
．

　
1
位

　
2
位

　
3
位

郡
市
内

　
1
1
位

　
4
0
位

　
4
2
位

　
4
9
位

粟
島
浦
村

湯
之
谷
村

越
路
町

川
西
町

中
里
村

十
日
町
市

津
南
町

5
4
・
2
％

1
0
0
％

9
9
・
9
％

9
9
・
9
％

9
7
・
7
％

6
2
・
3
％

6
1
・
8
％

5
6
・
4
％

※
総
人
ロ
に
対
す
る
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
施
設
等

　
の
処
理
区
域
内
人
口
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
処
理

　
人
口
を
加
え
た
人
口
の
割
合
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　鱗　　　　　　　灘　　　　　　灘　　　　　難　　　鰹灘雛

採水日　平成13年7月27日

　　　　漿圏

霧塞場蘇

鍮温i
蓬鋤

氷温
㈱湊

健闘
壌◎種

繍離鱒
　＄鐙

総㎎灘鱒

透親撲
磯鎌

総窒繋り

鑓鎌翻
　擾◎

鰻灘の
爽腸菌雛数
麟艀灘穐⑧醗

大　門　川 31 21 7．0 1．6 11 30以上 0．96 8．8 23，000

七　　　川 31 21 7．0 0．6 5 30以上 0．53 9．5 23，000

堀　之　川 31 21 7．0 1．2 4 30以上 0．43 9．5 33，000

山ノ根川 31 24 7．0 1．2 5 30以上 0．43 8．4 33，000

稲　荷　川 31 23 7．1 0．9 3 30以上 0．58 8．3 7，900

釜　　　川 31 24 7．1 0．5
一 30以上 0．10 8．3 4，900

採水日　平成13年10月19日

　　　　環鼠

彩旗場雛

戴温
㈱妻

黙温
《翻

穂欝
匿◎麟

鰯灘鋪
　＄慧

繍翻翻
透親幾
磯葺

総窒素

輪翻鱒
　麟⑧
鰯霧灘、蚤

爽腸叢灘数
爾剛網⑧⑧㈱

大　門　川 13 12 7．2 0．3 9 30以上 0．82 10．1 7，900

七　　　川 13 13 7．3 0．7 3 30以上 0．62 10．7 7，900

堀　之　川 14 13 7．3 0．4 2 30以上 0．53 9．9 33，000

山ノ根川 14 13 7．4 0．4 10 30以上 0．38 10．7 33，000

稲　荷　川 14 13 7．4 0．3 4 30以上 0．62 10．5 13，000

釜　　　川 14 13 7．4 0．3
一 30以上 0．07 10．5 330

BO　D（生物科学的酸素要求量）
　水中に含まれる有機物などが微生物により分解される過程で、通常20℃で、5日間で消費される酸素量を表す。

　B　O　Dが高いほど水質汚濁が生じやすく、B　O　Dが低い場合は、施設の浄化作用が良好であることを意味し、

　生物作用が係わる他の水質項目も良好であることが多い。

S　S（浮遊物質量）

　水中の中の浮遊物質の量を測る目安。無機性のものと有機性のものがあり、汚濁の有力な指数の一つである。

　S　Sが低い場合は水の透視度が良く施設の浄化作用が良好であることを意味する。

DO（溶存酸素濃度）
　水中に溶け込んでいる酸素のことで、水質汚濁の指標の一つである。特に微生物をはじめ生物の存在に欠かせ

ない重要な要素である。水中に有機物が多いと微生物等による溶存酸素は消費されてD　Oが減少する。
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中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
民
脳
の

よ
こ
が
お

0

『
灘
．
繊
・
灘
鞘
麩
灘
灘

美
術
史
研
究
蕎
．
詩
叢
灘
あ

る
国
際
的
ア
ー
テ
ィ
蒸
欝

　
オ
ル
・
オ
ギ
ュ
イ
ベ
は
、
1
9
6

4
年
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
生
ま
れ
、
ロ

ン
ド
ン
で
学
び
、
現
在
ニ
ュ
ー
・
ヨ

ー
ク
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
と
と
も
に
美

術
史
研
究
者
で
あ
り
、
詩
人
で
も
あ

り
ま
す
。

　
作
品
の
中
で
彼
は
、
植
民
地
の
開

放
、
さ
ら
に
都
市
と
い
う
現
代
的
の

様
相
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と

固
有
の
文
化
に
つ
い
て
洞
察
し
て
い

ま
す
①
。
ま
た
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等

の
メ
デ
ィ
ア
が
我
々
に
浸
透
さ
せ
て

い
る
暴
力
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
い
か
に

歴
史
の
中
に
お
け
る
暴
力
を
理
解
す

る
能
力
を
失
わ
せ
、
私
達
の
感
覚
を

麻
痺
さ
せ
る
か
を
取
上
げ
、
鋭
い
批

判
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

戦
争
と
暴
力
の
窓
劇
懇

伝
え
る
作
品

　
「
戦
争
1
9
9
7
」
②
と
い
う
作

品
は
、
ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
の

「
星
条
旗
」
と
い
う
曲
が
流
れ
る
中
、

20

世
紀
の
暴
力
の
イ
メ
ー
ジ
を
ス
ラ

イ
ド
で
投
影
す
る
と
い
う
も
⑳
で
し

た
。
彼
は
、
2
0
世
紀
後
半
の
報
道
写

真
の
中
か
ら
頻
繁
に
露
出
し
て
き
た

写
真
を
1
0
0
点
選
び
、
ト
イ
レ
ッ

ト
・
ぺ
ー
パ
ー
で
で
き
た
ス
ク
リ
ー

ン
の
上
に
映
し
出
し
ま
し
た
。
ベ
ト

＞
①
b
u
9
9
y
（
馬
車
）

翻
馨

雛

ナ
ム
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ボ
ス

ニ
ア
、
チ
リ
、
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
な
ど
で
、
傷
つ
け

ら
れ
、
殺
さ
れ
た
人
々
の

イ
メ
ー
ジ
が
、
繰
り
返
し

幽
霊
の
よ
う
に
現
れ
て
は

消
え
ま
す
。
時
が
過
ぎ
れ

ば
た
ち
ま
ち
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
う
戦
争
や
暴
力
の

記
憶
を
色
濃
く
呼
び
起
こ

▲②戦争1997

す
作
品
で
す
。

黄
桜
の
壌
騰

15

本
の
電
柱
を
設
置
・

　
第
一
回
大
地
の
芸
術
祭
で
の
作

品
は
、
作
家
が
流
域
に
あ
る
水
力

発
電
ダ
ム
に
よ
っ
て
枯
渇
し
た
、

日
本
で
一
番
長
い

川
、
信
濃
川
に
捧

げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
「
作
品
タ
イ

ト
ル
：
い
ち
ば
ん

長
い
川
」
③
水
の

少
な
い
川
か
ら
川

を
思
い
起
す
た
め

に
、
新
潟
・
長
野

県
の
信
濃
川
流
域

の
高
校
生
か
ら

「
川
の
記
憶
」
を
テ
ー
マ
に
詩
・
短

歌
・
俳
句
を
公
募
し
、
大
岡
信
氏
の

審
査
で
選
ば
れ
た
作
品
を
、
近
代
文

明
の
象
徴
の
ー
つ
で
も
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
電
柱
1
5
本
に
刻
み
込
み
ま

し
た
④
。
そ
し
て
、
電
柱
の
近
く
に

図
書
館
を
仮
設
し
て
そ
こ
に
様
々
な

国
か
ら
集
ま
っ
た
本
を
置
き
、
子
供

達
に
開
放
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

電
柱
を
通
し
て
、
近
代
文
化
と
環
境

の
関
係
を
知
る
こ
と
、
多
く
の
国
の

本
を
通
し
て
世
界
と
繋
が
ろ
う
と
い

う
も
の
で
し
た
。

▲③いちばん長い川

》
④
い
ち
ば
ん
長
い
川

越
後
母
陵
鱗
園
籔
贈
割
草
ま
つ

り
2
0
0
2
陵
の
藏
細
弩
せ

　
雪
国
に
春
を
告
げ
る
可
憐
な
雪
割

草
が
「
暖
の
館
」
を
彩
り
ま
す
。

◆
日
　
時
　
3
月
9
、
1
0
日

　
9
日
…
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

　
1
0
日
…
9
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

◆
会
　
場

　
国
営
越
後
丘
陵
公
園
（
暖
の
館
）

◆
内
　
容

　
・
雪
割
草
展
示
・
雪
割
草
写
真
展

　
・
栽
培
相
談
　
・
即
売
コ
ー
ナ
ー

◆
料
　
金
　
駐
車
料
、
入
園
料
、
展

　
示
会
の
入
場
料
は
す
べ
て
無
料

◆
問
合
せ
先
　
業
務
課
企
画
係

　
E
O
2
5
8
－
4
7
－
8
0
0
2

預
金
繊
糠
獲
の
範
囲
が

変
わ
輪
籔
繋
』

◆
万
一
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合

　
で
も
、
預
金
者
一
人
当
た
り
、
定

　
期
預
金
等
の
元
本
一
千
万
円
ま
で

　
と
そ
の
利
息
は
、
来
年
4
月
以
降

　
も
保
護
さ
れ
ま
す
。

◆
合
算
し
て
元
本
一
千
万
円
ま
で
と

　
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま
で
最
低
保

　
障
で
す
の
で
、
受
け
取
れ
る
の
は

　
一
千
万
円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ま
た
、
当
座
預
金
・
普
通
預
金
等

　
は
、
平
成
1
5
年
3
月
ま
で
全
額
保

　
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
等
に

　
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平成14年2月10日広報なかさ’と11



家
蕊
顯
鶏
鍵
．
羅

交
通
獲
饗
灘
雛
獲
『

　
加
入
縢
饗
懲
鐵
馨
ノ

◆
交
通
災
害
共
済
と
は
？

　
会
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
し

た
場
合
に
、
地
方
自
治
体
と
し
て
救

済
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
県
民
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

◆
ど
な
た
で
も

　
　
　
　
　
加
入
で
き
ま
す
！

　
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
並
び

に
そ
の
家
族
と
生
計
を
一
に
し
て
い

る
家
族
で
、
県
外
に
単
身
赴
任
し
て

い
る
方
や
学
生
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。◆
申
し
込
み
は
簡
単
！

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、

村
政
事
務
嘱
託
員
、
ま
た
は
役
場
総

務
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
会
費
は
年
間
わ
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
慧
懸
蹴
囲
灘

　
ひ
と
り
年
額
5
0
0
円
で
す
。
途

中
加
入
の
場
合
も
同
額
で
す
。

◆
共
済
期
間
は
？

　
平
成
1
4
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
1
5

年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
途
中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
し
た

翌
日
か
ら
平
成
1
5
年
3
月
31
日
ま
で

で
す
。

◆
見
舞
金
は
？

　
会
員
が
交
通
災
害
に
よ
り
死
傷
し

た
場
合
に
、
会
員
ま
た
は
そ
の
遺
族

の
請
求
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

　
見
舞
金
は
、
1
2
0
万
円
（
死
亡

の
場
合
）
か
ら
3
万
円
（
実
治
療
日

数
7
日
の
傷
害
の
場
合
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
見
舞
金
の
請
求
は
？

　
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車

な
ど
、
道
路
上
で
交
通
に
伴
う
衝
突
、

転
落
、
接
触
等
に
よ
る
人
身
事
故
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
請
求
期
間
は
、
交
通
災
害
を
受
け

た
日
か
ら
起
算
し
て
1
年
以
内
で
す
。

1
年
を
経
過
し
た
場
合
は
請
求
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
行
政
係

　
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

γ
轡

こたつを上手に安全に
（財）東北電気保安協会

I
H
講
織
帯
響
　
ヲ
ヒ
ー

タ
ー
体
縢
繕
還
教
室

◆
日
　
時
　
3
月
1
3
日
㈱

　
　
　
　
　
1
0
時
～
1
2
時

◆
内
　
容

「
お
め
で
と
う
！
卒
業
、
入
学
を
手

　
料
理
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
」

・
ロ
ー
ル
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ

・
ザ
ー
モ
ン
の
マ
ス
タ
ー
ド
ザ
ラ
ダ

・
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
（
ス
ー
プ
）

・
ワ
イ
ン
ゼ
リ
ー

◆
場
　
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
み
締
切
　
3
月
7
日
困

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
B
5
2
－
3
1
0
7

マ
鋤
夢
メ
デ
ィ
7
7
エ
ス
ー
7
イ
バ
ル
2
0
0
2

　
　
藤
3
月
1
5
日
囲
▼
1
7
日
㈲
十
日
町
情
報
館
で
開
催
～

　
「
加
速
す
る
I
T
革
命
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
づ
く
り
や
カ
レ
ン

ダ
ー
づ
く
り
、
ぺ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

作
成
、
企
業
展
示
な
ど
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
興
味
を
持
て
る
企
画

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
（
入
場
無
料
）

◆
目
　
時
　
3
月
1
5
日
囲

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
4
5
分

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
セ
キ
ュ
リ

　
テ
ィ
対
策
～
ウ
ィ
ル
ス
／
不
正
ア

　
ク
セ
ス
の
最
新
状
況
と
対
策
～

・
講
師
　
大
野
　
晋
　
氏
（
I
P
A

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
か

　
ら
身
を
守
る
た
め
に

・
講
師
　
桑
子
博
行
　
氏
（
A
T

　
＆
T
グ
ロ
ー
バ
ル
ザ
ー
ビ
ス
株
式

　
会
社
）

◆
受
講
希
望
者
は
、
3
月
1
日
以
降
、

　
情
報
館
（
盈
5
0
1
5
1
0
0
）

　
へ
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
（
先
着
1
0
0
名
）

◆
日
　
時

　
3
月
1
6
日
出
～
1
7
日
㈲

〈
企
業
展
示
〉
な
ど

　
ま
た
、
第
1
回
越
後
妻
有
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
大
賞
（
仮
称
）
コ
ン
テ
ス
ト

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

．』叢

態♂、繋戴蹴
子どもたちも夢中になれる企画が盛り

だくさん

詳しくは、ホームページ

http：／／www．echigo－tsumarijp／mmf

　　　　　　をご覧ください。
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期　臼 難象集　落
2月18日（月） 桔梗原・高道山

2月19日（幻 朴木沢・朴木沢新田・白羽毛

2月20日㈱ 本屋敷・堀之内
2月21日休） 市之越・鷹羽

2月22日團 新屋敷・宮中
2月25日（月） 芋川新田・倉俣

2月26日㈹ 芋川・原町・新里

2月27日㈱ 東田尻・程島・西田尻・西方
2月28日休） 田代・下山・清田山

3月1日働 重地・土倉・倉下

3月4日（月） 葎沢・角間・小出

3月5日（幻 如来寺・豊里

3月6日㈱ 荒屋・通り山

3月7日㈲ 芋沢・田沢・東田沢

3月8日樹 上山・田中・山崎

3月11日（月） 桂・小原・干溝

3月12日（幻 全集落

3月13日㈱ 全集落
3月14日休〉 全集落

3月15日團 全集落

．
．
無
懸黒晟猟灘癒鰻税の嚥禽懸姦暴戯爆譲．

　2月18日（月）から平成14年度の村・県民税の申告、また、平成13年分所得税の確定申告の受付が始まります。申告

の期限が3月15日㈹です。なお、役場で行う申告相談日程は次のようになっています。期限間近になると混雑しま

すので早めに申告してください。

◆村●県民税・所得税相談日　　　　　　　　※相談にこられる際に持参するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．申告用紙…わかるところはできるだけご自分で記入して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．給与の支払等源泉徴収に関する書類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．上記以外の各種収入（所得）に関する書類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．生命保険料、損害保険料等所得控除に関する支払証明書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．印鑑、納税者の口座番号（預金通帳等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．農業収入金のお尋ねを提出されなかった方は農業関係資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料持参して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・土地、建物等譲渡所得、営業所得、がある方は、税務署で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相談して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農業の収支計算される方はできるだけご自分で記入して下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・住宅借入金等特別控除を受けられる方は、下記に注意下さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　控除1年目必要書類等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・年末残高等証明書、住民票抄本（謄本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・新築年月日又は購入年月日、請負代金又は購入代金、床

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積が確認される書類（登記簿謄本（抄本）、請負契約書、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売買契約書等の書類又は写しを持参）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆相談会場　中里村役場　第4会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆時　　間　午前9時～午後3時半

◎申告をしなければならない方

　平成14年1月1日現在、中里村に住んでいて、平成13年中に所得があった方は申告が必要です。所得があると思

われる方には、期限までに申告してください。（申告書に捺印を忘れずに！）

　なお、次に該当する方は、捺印のうえ提出してください。

①所得税の確定申告を提出した方、また提出する方　②給与所得のみの方

③公的年金などの所得だけの方　④所得がない方

●村県民税

　個人の住民税（村・県民税）は、住民にとって身近な行政費用をそれぞれの負担能力に応じて分担し合うという

性格の税金です。そのため、所得税よりも納める方の範囲は広く、税率は低く定められています。

●所得税
　所得税は、あなた自身が所得を計算して申告する制度をとっています。3月15日團までに申告を済ませてくださ

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問合せ先　役場税務課　E63－3111

「
第
9
回
遺
跡
発
掘
調
査
報

告
会
稽
顯
鎌
融
熱
擬
る
青
田

遺
跡
薦
饗
閣
鐵
製
粥
ジ
ウ

ム
）
』
の
ご
案
閤

　
出
土
品
を
展
示
し
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
3
月
9
日
～
1
0
日

　
・
9
日
　
午
後
1
2
時
3
0
分
開
場

　
・
1
0
日
　
午
前
9
時
開
場

◆
会
　
場

　
新
潟
テ
レ
ザ
（
ホ
ー
ル
）

　
新
潟
市
鐘
木
1
8
5
1
1
8

◆
主
　
催

・
飼
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

・
新
潟
県
教
育
委
員
会

◆
問
合
せ
先

　
飼
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

　
盈
0
2
5
0
－
2
5
－
3
9
8
1
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国國團国

村山新成ちゃん（1歳）⑯
大成・秀子さん夫妻の二男（東田沢）

　とにかくよく食べる新成君。好き

嫌いな＜．テーブルに乗っている食

べ物を次から次へと食べていきます。

　お兄ちゃんと仲がよ＜．よく二人

で押入れの中に入って、何やらゴソ

ゴソと遊んでいるそうです。

押入れの中は、秘密基地。お兄ちゃ

んと二人で家族の平和のために闘っ

ているのかな？

　ご両親はそんな新成君に「健康第

一
。
お兄ちゃんと仲良＜．元気に育

◆相談電話025－285－4165
　　　　　　（新潟市上所2－2－2　新潟ユニゾンプラザ3階）

　新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家族の方々が抱える

悩み事や、心配事の相談を無料でお受けしています。

　なお、平成14年3月の相談日程は次の通りです。

相談の種類 相談日 相談時聞 3　　月

よろず相談
毎週月曜日から金曜日　9：00～17：00まで

　　　　　（土日祝日は除く）

専門相談（あらが纏め予約瀞必要です）

法　　　　　律
毎週月曜日

第4木曜日
13：30～16：00 4，11，18，25，28

医　　　　療 第1水曜日 13：30～15：30 6
痴　　　　　呆 第3水曜日 13：30～15：30 20

公的年金・保険 第1火曜日 13：30～15：30 5
税　　　　　金 第2金曜日 10：00～12：00 8
健康・介護 第2木曜日 10：00～16：00 14

◆その他、中高年の方に役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら

　せしています。　盈025－281－5550

不
審
饗
膳
瀧
…
惹
〃

　
村
内
で
、
若
年
層
を
狙
っ
た
抱
き

つ
き
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
車
、
不
審
な
人
物
を
見
か

け
た
ら
、
す
ぐ
に
1
1
0
番
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
危
険
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
逃
げ
る
か
、
近
く
の
民
家
に

逃
げ
込
む
な
ど
し
て
助
け
を
求
め
て

く
だ
さ
い
。o

　
　
　
’
　
耀

〃
　
3

0
　
凱
㌧り　　誘O

羅

○

、

鶴
増
加
す
る
少
年
の
覚
せ
い
剤
乱
用

　
平
成
1
2
年
中
に
覚
せ
い
剤
事
犯
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
は
、
実
に
1
1
3
7
人
。

前
年
に
比
べ
て
1
4
1
人
増
加
し
、
特
に
中
・
高
校
生
の
検
挙
人
員
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
が
あ
る
」
「
頭
が
す
っ
き
り
し
、
受
験
勉
強

に
効
果
が
あ
る
」
な
ど
と
、
誤
っ
た
認
識
で
覚
せ
い
剤
に
手
を
出
し
た
り
、
ま

た
「
S
（
エ
ス
）
」
「
ス
ピ
ー
ド
」
と
い
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
名
前
で
呼

び
、
友
達
付
き
合
い
の
一
つ
と
し
て
覚
せ
い
剤
を
乱
用
す
る
な
ど
、
薬
物
に
対

す
る
危
険
性
、
有
害
性
の
認
識
や
抵
抗
感
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
傾
向
は
平
成
7
年
以
降
の
「
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
」
と

呼
ば
れ
る
情
勢
の
特
徴
で
あ
り
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
名
前

を
変
え
た
と
こ
ろ
で
、
覚
せ
い
剤
は
心
身
を
む
し
ば
む
恐
ろ
し
い
薬
物
で
す
。

　
ほ
ん
の
一
瞬
の
心
の
迷
い
が
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
過
ち
を
生
ん
で
し
ま

う
覚
せ
い
剤
。
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も
ち
、
決
し
て
手
を
出
さ
な
い
姿
勢
が

何
よ
り
大
切
で
す
。

雛
薬
物
事
犯
を
根
絶
し
よ
う
！

　
我
が
国
で
乱
用
さ
れ
て
い
る
薬
物
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
外
か
ら
密
輸
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
流
入
を
水
際
で
防
い
で
供
給
を
遮
断
し
、
密

輸
入
・
密
売
を
行
っ
て
い
る
薬
物
犯
罪
組
織
を
壊
滅
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、
外
国
の
取
締
り
機
関
や
海
上
保
安
庁
、
税
関
、
入
国

管
理
局
な
ど
の
各
関
係
機
関
と
協
力
し
、
薬
物
犯
罪
の
撲
滅
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
薬
物
犯
罪
の
根
絶
の
た
め
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
「
薬
物
の
乱

用
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と
い
う
強
固
な
意
識
を
も
ち
、
社
会
全
体
に
、
薬
物

乱
用
を
拒
絶
す
る
意
識
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
警
察
で
は
、
末
端
の
薬
物
乱
用
者
の
検
挙
を
徹
底
し
、
関
係
機
関
・

団
体
と
の
協
力
に
よ
る
広
報
啓
発
活
動
を
強
力
に
展
開
し
て
、
薬
物
乱
用
を
拒

絶
す
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
国
民
の
皆
さ
ん
の
通
報
は
、
薬
物
事
犯
の
検
挙
へ
の
大
き
な
手
が
か
り
と
な

　
り
ま
す
。
小
さ
な
情
報
で
あ
っ
て
も
、
ぜ
ひ
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
な
ど

　
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
新
潟
県
警
察
本
部
け
い
さ
つ
相
談
室
　
E
O
2
5
－
2
8
3
1
9
1
1
0
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圏闘圏圏

司
法
欝
盤
鐵
継
会
福
祉

士
に
霧
蕃
第
糊
回
シ
ル

バ
ー
1
想
0
篶

　
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
不
動
産

や
相
続
、
遺
言
、
贈
与
、
借
金
の
返

済
な
ど
に
関
わ
る
問
題
及
び
介
護
、

福
祉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
き
、
司
法

書
±
お
よ
び
社
会
福
祉
士
が
電
話
に

よ
る
相
談
を
お
受
け
し
、
問
題
解
決

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
1
2
年
4
月
1
日
よ
り
始
ま

っ
た
新
し
い
成
年
後
見
制
度
お
よ
び

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
質
問

に
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

◆
日
　
時
　
3
月
”
日
㈲

　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

◆
面
接
会
場
・
電
話
番
号

・
薪
潟
嚢
場

　
新
潟
市
古
町
通
1
3
番
町
5
1
6
0

　
番
地
　
新
潟
県
司
法
書
±
会
館

　
E
O
2
5
－
2
2
4
－
8
5
5
1

・
擾
岡
嚢
霧

　
長
岡
市
弓
町
1
丁
目
5
番
1
号

　
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
1
階
オ
リ
オ
ン

　
盈
0
2
5
8
－
3
9
1
3
0
2
2

・
叢
越
嚢
霧

　
上
越
市
大
字
土
橋
1
9
1
4
番
地

　
3
　
上
越
市
市
民
プ
ラ
ザ
2
階

　
盈
0
2
5
5
卜
2
1
－
5
0
0
3

◆
相
談
料
　
無
　
料

◆
面
談
に
よ
る
相
談
は
、
予
約
制
で

　
す
。
面
談
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望

　
の
方
は
、
次
の
所
ま
で
お
電
話
く

　
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま

　
す
。

◆
問
合
せ
・
申
込
み
先

　
リ
ー
ガ
ル
ザ
ポ
i
卜
新
潟

　
盈
0
2
5
1
2
2
8
1
1
7
2
7

　精神障害についての正しい知識と、地域住民の精神障害者に対する

理解と偏見の除去に資するため、次のように講座を行います。

◆対象者

　一般住民、ヘルパー、民生・児童委員、市町村保健福祉担当者

◆会　場　十日町市保健センター

◆日時・内容〈2回コース＞

回数 臼　時 肉　　　容 講　　節

1
3月1日（金）

14：00～15：30

15：40～16：30

・精神疾患の症状、治療につい

て知る。

・地域支援機関について知る

中条第二病院長

社会復帰施設職員

2
3月8日（金）

13：30～15：00
！
1
5 ：10～16：00

・障害者とどう付き合うか

・ノーマライゼイションとは

一私達ができること一

介護老人保健施設

　　滝沢PSW
グループディスカッション

◆問合せ先　十日町保健所地域保健課　盈57－2400

￥
量
I
I
l
匿
1
ー
旧
贋
1
－
1
ー
匿
I
I
I
I
－
1
！
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冬期間は血液が不足します1

平日のルーム献血に

　ご協力をお願いします。

◆受付時間

　9：30～17：00

きたまち献血ノし一ム
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南雲フミヨ（80）芋　川

滝澤鹿之助（82）田　代

山田キチ（73）土倉
富井柾芳（58）如来寺

富井ヨネ（83）荒　屋

南雲清三郎（72）堀之内

服　部　龍太郎（85）田　　沢

保坂キクジ（91）芋　沢

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

幾凋の納税匙振養圖

ロ国保税線月28田）
■奔護保険料　《2月28圓）

■保　　畜　　料　　癒鎖隠建β圏）

■国　展　隼　金　　纏周25圖）

■墨　講　氷　道　　磯塗爲建5圏鎌

　　　　　　　　　　簸　　　　　　　　簸　　　　　　懸　　　　　灘　　　鍵羅雛
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14日

●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ
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児童手当とは

◆児童手当制度の目的

児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給するこ

とにより家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の

社会を担う児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目

的としています。

◆支給対象

児童手当等は、6歳到達最初の3月31日までの問にある児童

（義務教育就学前の児童）を養成している方に支給されます。た

だし、前年（1月から5月までの月分の手当については前々年）

の所得が一定額以上の場合には、児童手当等は支給されません。

手続きの方法は
出生・転入等により、新たに受給資格が生じた場合、児童手

当等を受給するには、認定請求書の提出が必要ですので、役場

民生課児童手当係まで、印鑑と、請求者の銀行等の口座番号を

持参のうえ手続きにおいでください。

その他に左記の書類が必要になります。

・年金加入証明書（厚生年金、共済年金等加入者の方）

・児童手当用所得証明書（平成13年1月1日現在中里村に住所

のなかった方）

審査・支給

認定請求書の提出を受け、請求者の加入年金制度により所得

要件等を審査し、認定の可否を決定した後通知いたします。

・支給額第一子月額5，000円

　　　第二子月額5，000円　第三子月額10，000円
・支給期日

2月、6月、10月にそれぞれの前月分まで支払われます。
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　2月15日～3月5目
　　　　　きカレンター

15㈹
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービスi

センター　013：30～16二〇〇

16仕，

17（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi
一ノレ　　（D11：00～11：40

18（月）

19㈹
遊びの教室　合総合センター

09二30～10：00受付

20㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013二45～14二〇〇

121㈹

22囲
心配ごと相談（廣田和子）合ディサービスi

セ：ンター　（D13：30～16：00

23㈹

24（日〉
ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ1

一辺レ　　（！）11：00～11二40

25（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

015二30～16二〇〇

26㈹

27㈱

28休） 母親学級　合保健センター
013二〇〇～13：30受付

1囲
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ1

スセンター　013：30～16：00

2仕，

3（日）
ドーム中里き☆ら・ら定期投影但一モ1

一ノレ　　（1）11：00～11：40

4（月）

5㈹
乳幼児身体測定　合保健センター

09二30～11：00

総

　　　1月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，222人（±O）

　　　女3，252人（一4）
　　　計6，474人（一4）
●世帯数　　　　1，710　（一1）
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